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る。 そ の 代 表 的 な も の と し て，Facebook
（Facebook, Inc.）, Twitter（Twitter, Inc.）, 
Google+（Google Inc.）などのソーシャル ･ ネッ








































































































































































1.58（1.10） 2.70（1.34） 3.61（1.93） 27.78** A<B<C
休日一日平均
利用時間
2.48（1.57） 4.18（2.15） 5.96（3.30） 30.32** A<B<C
** p < .01

















　 　 F1 F2 F3 F4 F5
他者と気持ちを共有するため
20 自分の気持ちを共感してくれる人と交流するため .81 .18 .08 .11 -.01
21 自分の悩みを書き込んで，アドバイスをもらうため .79 .14 .01 .20 -.08
22 他の人の気持ちを共感し，支えてあげるため .79 .17 -.01 .23 .04
19 自分の気持ちを表現する .72 .22 .07 .07 .13
 3 友だちの近況を知るため .49 .08 .30 -.04 .26
 5 周囲の人も使っているため .41 -.03 .31 -.03 .29
リラックスとストレス解消
14 現実から逃れるため .15 .73 .14 .14 -.04
25 現実の仕事や勉強を忘れるため .17 .70 .21 .20 -.03
27 楽しい体験をしたいため .15 .70 .09 .12 .04
26 リラックスのため .08 .64 .23 .19 .09
13 ストレス解消のため .24 .57 .25 .10 .07
暇つぶし
17 何となくいつも見ている .13 .27 .80 .10 .09
 2 暇つぶしのため .05 .29 .60 .07 .11
18 気軽にできる娯楽として使っている .06 .24 .55 .22 .11
情報収集のため
24 他の人のアイデアについて知る機会を得るため .26 .20 .11 .73 .02
23 知識を得るため .00 .27 .03 .69 .21
11 世の中の出来事に関する他の人の意見を知るため .33 .18 .19 .50 .10
現実生活の通信道具として
 6 学校，サークル，アルバイト先などの事務的な連絡のため .04 .07 .07 .10 .81
 1 友だちや知り合いとコミュニケーションをとるため .09 .01 .12 .09 .63
因子間相関 F1 .39 .32 .40 .22
 F2 .55 .50 .12
































因 子 に お い て， 利 用 時 間 の 自 己 評 価 の 効 果 
（F（2, 196）＝3.42, p<.05）が認められた。多重比
較の結果，「過剰利用」群は「短い・普通」群よ
　 　 F1 F2 F3 F4
現実生活の乱れへの不安
18 生活リズムの乱れ .88 .02 .01 .12
19 睡眠不足 .83 .02 .12 .07
20 他のことに集中できなくなる .67 .21 .08 .00
14 現実世界の自分の活動時間が減少していること .57 .17 .06 .11
23 メールへの返事が面倒くさい .41 .28 .26 -.02
25 人間関係が面倒くさくなる .40 .30 .32 -.02
情報開示への不安
 2 自分の個人情報とプライベートな事柄をどこまで書いてよいものか .09 .80 .08 .10
 1 自分が書いた内容について，後から「あれで良かったか」と悩む .15 .64 .11 .05
 5 他人の個人情報やプライベートな事柄をどこまで書いてよいものか .11 .63 .06 .11
 3 ソーシャルメディア内の人間関係が他人に知られる .14 .63 .20 .15
対人関係における負担
 8 友だちが書いた日記・つぶやき，コメントをチェックすること .13 .14 .90 .31
 9 友だちの日記・つぶやきにコメントをすること .14 .21 .80 .25
トラブルへの不安
12 違法サイトへのアクセス，違法ダウンロードの恐れ .10 .11 .22 .78
11 悪意のあるコメントや荒らしが来ること .08 .18 .18 .76
因子間相関 F1 .35 .34 .22




















































暇つぶし 11.18（3.09） 12.42（2.57） 13.33（2.00）  8.81** A<B, C
リラックスとストレス解消 12.70（4.77） 14.54（4.41） 17.50（5.50） 12.70** A<B<C
利用への不安感および負担感
現実生活の乱れへの不安 12.91（5.28） 14.68（4.61） 16.18（6.55）  5.08** A<C
情報開示への不安 10.43（3.73） 11.63（3.42） 12.25（4.19）  3.53* A<C
情動知能
情動の調整 12.07（2.88） 11.36（3.35） 10.50（3.74）  3.23* A>C
情動の利用 12.27（3.10） 11.47（2.99） 10.60（3.92）  3.42* A>C
アイデンティティ感覚
混乱 15.25（3.92） 16.83（4.52） 18.38（4.24）  6.91** A<C
メンタルヘルス
不安 2.79（1.11） 2.98（1.16） 3.68（1.07）  8.14** A, B<C
孤立感 2.19（1.08） 2.45（1.08） 2.95（1.28）  5.70** A, B<C
 * < .05; ** p < .01
表４．各心理的要因の得点平均（標準偏差）および分散分析と多重比較の結果
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